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昭
和
ω
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
概
要

昭
和
泊
年
度に
お
け
る
平
城
宮
跡の
発
掘
調
査
は 、
調
査
部の
拡
充に
と
も
な

っ
て
大
幅
に
進
展
し 、
調
査
回
数は
日
次
か
ら
お
次
に
い
た
る
8
回 、
発
掘
面
積

はω
2ア
ー

ル
(ω・
2ヘ
ク
タ
ール)

に
達
し
た 。
以
下に
そ
の
概
要
を
のべ
る

が 、
昭
和
犯
年
度
末
に
お
こ
なっ
た
第
U
次
調
査の
成
果の
う
ち 、
昨
年
度の
年

報に
収
録
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
も
あ
わせ
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い 。

本
年
度
は
宮
域
の
買
収
な
ら
び
に
国
道
担
号
線 、ハ
イパ
ス
の
建
設
計
画
と
関
連

し
て 、
宮
城
の
四
至
を
明
確に
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
の
で 、
宮
域の
東
西
南

北の
各
面
に
つ
き 、
宮
城
門
ま
た
は
大
垣
築
地
を
含
む
区
域
を
1
1
2
個
所
ずつ

選
定
し
て
発
掘
を
お
こ
なっ
た 。
ま
た
別に 、
昭
和
弘
年
以
来
継
続
的に
調
査
を

お
こ
なっ
て
き
た
通
称一
条
通り
北
側の
地
域に
お
い
て
も 、
こ
れ
ま
で
の
発
掘

の
空
隙
を
う
ずめ
て
こ
の
方
面
に
お
け
る
調
査に一
段
落
をつ
け
る
た
め 、
2
個

所
に
わ
か
れ
て
発
掘
を
お
こ
なっ
た 。

個々
の
調
査の
調
査
回
次・
地
区
名・
期
間・
面
積
につ
い
て
は
第
1

表
を
参

照
さ
れ
た
い 。

第
刊
次
調
査
(
続)

宮
城
西
南
隅

話
年
度
年
報に
収
録
で
き
な
か
っ
た
第
H
次
調
査
後
半
の
成
果
と
し
て 、
南
関

の
外
堀
と
弥
生
式
時
代の
集
落
跡
に
つ
い
て
報
告
す
る 。

八
南
面
外
堀
V

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

第
凶
次
調
査の
際 、
宮
城
南
面

大
恒の
外
側は
史
跡
指
定
地
外に

あ
る
た
め
全
面
発
掘
を
お
こ
な
わ

な
か
っ
た
が 、
こ
の
部
分
に
平
安

宮
と
同
様
な
外
堀の
存
在が
予
想

さ
れ
た
の
で 、
小
規
模
な
ト
レ
ン

チ
を
2
個
所
に
穿っ
て
堀の
存
否

を
検
討
し
た 。
その
結
果
築
地か

ら
幅
約H0・吋m
の
橋
地
をへ
だ
て

た
とこ
ろ
に
外
堀の
北
縁
を
検
出

し 、
堀
内
か
ら
判
読で
き
ない
木

簡
と
曲
物
容
器
その
他の
木
製
品

を
発
見
し
た
が 、
ト
レ
ン
チ
が
小

規
模で
あっ
た
た
め
堀
の
幅
と
深

さ
は
確
認
で
き
な
か
っ
た 。

八
弥
生
式
時
代の
集
落
跡
V

昨
年
度の
年
報
で
報
告
し
た
奈

良
時
代
遺
構の
下
層
か
ら 、
弥
生

発姻
面積

57 a 
35 
57 
25 
9 

34 
63 
31 
43 
7 

調 査 期 間
昭和年 月 日 月 日
38. 12. 7 - 39. 3. 31 
39. 2. 10 - 39. 10. 24 1/ 11 
39. 5 .  4 - 39. 6. 13 
39. 5. 4 - 39. 8. 25 
39. 7. 20 - 39. 11. 11 
39. 11. 16 - 40. 3. 10 
39. 1 1 .  30 - 40. 5. 15 
40. 2. 4 - 40. 7 .  3 
39. 10. 3 - 39. 1 1 .  24 
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式
時
代
後
期
の
大
規
模
な
集
落
跡
を
発
見
し
た 。
も
っ
と
も
集
落
の
範
囲
は
発
掘

区
域
の
境
界
を
こ
え
て 、
凹
方
の
未
発
掘
区
域
に
及
ん
で
い
る
の
で 、
全
貌
の
究

明
は
今
後
の
調
査
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
今
回
の
調
査
で
検
出
し
た
遺
構

は 、
住
居
跡
加
個
所 、
山
葬
施
設
2
個
所
を
含
む
多
数
の
土
墳
と
数
条
の
溝
で
あ

る 。
遺
物
は
多
量
の
弥
生
式
土
器
と
炭
化
米
の
ほ
か
に
少
量
の
石
器
と
木
製
品
を

採
集
し
た 。
住
居
跡
は
形
状
か
ら

次
の
三
つ
に
分
類
で
き
る 。

A 、
方
形
の
竪
穴
住
居
7
個
所

比
較
的
小
型
で 、
い
ず
れ
も
内

部
に
炉
が
あ
る 。
ω∞
ニ
コ・

跡

EAC
の
2
個
は
竪
穴
の
内
周
に

賭

そ
っ
て
浅
い
構
を
め
ぐ
ら
し
て

的

い
る
が 、
他
の
も
の
は
こ
れ
を

作什一山

欠
い
て
い
る 。
柱
穴
の
明
瞭
な

畝

も
の
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た 。

側

ω
Em
g
で
は
住
居
の
上
部
構

抑

造
が
焼
け
落
ち
た
ら
し
く

炭
化

図

材
が
床
面
に
折
り
重っ
て
遺
存

1

し 、
そ
の一
部
に
は
極
と
推
定

第

で
き
る
遺
材 、が 、
放
射
状
に
な

ら
ん
で
い
る
状
況
が
認
め
ら
れ

た 。
B 、
同
形
の
竪
穴
住
居

昭和初
年度平城宮発侃調査概要

l
dar

 

n4制限而υ

い
ず
れ
も
中
央
に
炉
を
設
け 、
竪
穴
の
内
周
に
そ
っ
て
浅い
溝
を
め
ぐ
ら
し
て

い
る 。
ω切
に
誌
で
は
こ
の
構
の
内
側
に
7
個
の
明
瞭
な
柱
穴
が
あ
っ
た 。

C 、
周
囲
に
構
を
め
く
ら
し
た
平
地
住
居
日
個
所

方
形
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
平
面
を
持っ
て
い
る 。
一
辺
6
m
前
後
の
も
の
が
多

い
が 、
な
か
に
は
大
型
の
も
の
が
あ
り 、

最
大
のω∞
5
3
は一
辺 、か
む・ωm
で

あ
る 。
周
併
は
幅
〕∞
JO

Am 、
深
さ
m
J

m
叩
で 、
務
で
固
ま
れ
た
内
部
は

旧
地
表
が
削
平
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う

か 、
ω∞
呂田印
以
外
は
炉・
柱
穴
が
全

く
認
め
ら
れ
ず 、
土
器
類
も
ほ
と
ん
ど
残っ
て
い
な
か
っ
た 。

住
居
跡
の
重
複
は
各
所
に
見
ら
れ
た 。
た
だ
し 、
ω切回目
司
と
ω∞
ロ
コ
は 、
近

接
し
て
い
る
が
周
溝
の一
部
を
共
有
し

芯
勺

江
口

ト
ム

て
い
る
の
で
あ
っ
て 、
重
複
し
て
い
る

一

o
d

J1
可t

の
で
は
な
い 。

丘
、代
;し
コ

型
式
を
異
に
す
る
住
居
の
重
複
は 、

一一一
吹
符ん
六
v

A
が
B
に
切
ら
れ
た
も
の
1
例
(
ω∞

4
J
目一
小中山一ヘi町

』
広ιd孟背ふ』、ql・- 、

ニ
コ)

、
A
が
C
に
切
ら
れ
た
も
の
2

一
叩k
qJ
コ

例
(ω
3
2・
ω
空間吋由)
が
あ
る 。

一一
一~
ー…

J
叩

い
ず
れ
の
場
合
も
A
が
他
の
型
式
の
住

。」

第 2 図 第14次調査下層i立構実損111ヨ
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居で
切
ら
れ
てい
る
か
ら、
A
が
最
も
古い
型
式
で
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
うO

B
と
C
が
重
複
し
た
例は
な
い
が、
C
の
周
溝
か
ら
出
る
土
器
が
今
回
出
土
し
た

土
器
全
体
の
な
か
で、
やL
新
し
い
様
相
を
示
し
て
い
る
の
で、
C
が
後
出の
型

式で
あ
る
可
能
性が
大
きい。

各
所
に
散
在
す
る
土
墳の
う
ち
2
個
所
は、
内
部
に
大
型
の
壷
棺
を
収
め
て
い

る
の
で、
明
ら
か
に
埋
葬
施
設で
あ
る。
そ
の一
つ
の
ω
uc
h∞は
住
居
跡
ω∞

工
誌
を
切っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る。
ω聞ハ
ニ
出
と
そ
れ
に
つ
な
が
る
ω町内
E
Eは

南
方の
未
発
掘
地
域に
の
び
る
大
き
な
も
の
で、
人
工
の
土
嬢か
自
然の
凹
み
か

は
明
ら
か
で
ない
が、
内
部の
堆
積
土
か
ら
土
器
の
ほ
か、
一
斗に
達
す
る
炭
化

米
と、
梯
子
そ
の
他の
木
製
品の
断
片
を
発
見
し
た。

出
土
品の
大
半
を
占め
る
弥
生
式
土
器は、
大
部
分
が
発
掘
区
域の
西
部
を
斜

に
横
切
る
2
条の
大
き
な
溝
と
土
墳
ω穴
に
出
か
ら
出
土
し
た。
器
形
は
査、
長

頚
査、
整、
鉢、
台
付
鉢、
片口
鉢、
手
熔
形
土
器、
甑、
片口
査、
高
杯
等の

各
種
に
わ
た
り、
様
式は
畿
内
第五
様
式に
属
す
る。

第
日
・

門
次
調
査

朱
雀
門
付
近

宮
城
南
面の
中
央
に
あ
る
朱
雀
門
と、
そ
の
内
方に
接
す
る
地
区
を
発
掘
し、

朱
雀
門、
東
西
脇
門、
南
国
大
垣
築
地
の
ほ
か、
柵
2
条、
掘
立
柱
列
2
条、
待

日
条
を
検
出
し
た。

朱
雀
門
ω∞
500は、
南
半
部
が
道
路
と
池
堤の
下に
あ
る
た
め、
北
半
部
だ

け
を
発
掘
し
た。
門の
基
壇
は
か
な
りの
程
度
ま
で
後
世の
改
変
を
受
け
て
い
た

が、
な
お
掘
込み
の
地
下
地
固
め
と、
門の
棟
通
り
お
よ
び
北
側
柱
通
りの
礎
石

下
根
固
め
石
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た。
推
定
基
壇の
大
き
さ
は
東
西
約
詑
m

南
北
推
定
約げm、
門の
平
面は
桁
行5
間ハ約
問・ωm)
梁
行
2
間(約mm〉

一N

』aa

で、
各
柱
聞
は
約
5m
の
等
聞
で
あ
る。

山

第
日
次
調
査
で
発
掘
し
た
玉
手
門の
遺
構に
較

一 一

べ
る
と、
基
壇の
正
面
幅
が
等
し
い
に
も
かL
わ

子

側
ら
ず、
奥
行が
長い
の
は、
玉
手
門
が
単
層、
朱

ゴ
一

鞍
雀
門
が
重
層で
あっ
たこ
と
を
示
す
もの
と
考
え

一
一
一

晴
ら
れ
る。
な
お、
朱
雀
門
基
壇
上の
北
縁に
は、

-
一
吋
悶「l

一一
一
一

雄
門
廃
絶
後に
通
路
を
閉
鎖
す
る
よ
う
な
形
で
設
け

一

図
た
角
柱の
柵
列
ω〉
冨
む
が
あっ
た。

一

日

朱
雀
門に
と
りつ
く
南
面
大
垣
築
地
ω〉
500

y
ー

は、
北
半
を
検
出
し
た
だ
け
で
あ
る
が、
本
体の

一

基
底
部
幅
は
約N・叶m
で、
北
側に
幅ω・mm
の
犬

a

」

走
り
と、
幅
印佃
の
側
溝ωロ
見出N・
ωUH∞∞∞
を

'一旦

一

設
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た。
こ
の
側
溝
は
東

唱

。回

山

一

西
と
も
朱
雀
門の
手
前で
北へ
折
れ
曲
り、
門
ま

一

で
達
し
な
い。

朱
雀
門の
南
北
中
軸
線
か
ら
約
Mm
は
な
れ
た
対
称の
位
置
に
は、
築
地
に
あ

け
ら
れ
た
東
西
二
つ
の
脇
門
ω∞
ロ
2・HNON.か
あ
る。
ど
ち
ら
も
築
地
本
体の

中
心
線
上
に
立
て
た
2
本の
掘
立
柱
(柱間約ι・ωm〉
か
ら
な
る
簡
単
な
も
の
で

あ
る。
東
脇
門
で
は
掘
立
柱の
北に
接
し
て
す
え
ら
れ
た
凝
灰
岩
切
石
が
残っ
て

お
り、
西
脇
門で
は
同
様の
位
置に
玉
石
が
敷
き
な
らベ
で
あっ
た。
い
ず
れ
も

扉
取り
付
け
に
関
係
し
た
施
設
と
考
え
ら
れ
る。

以
上のベ
た
朱
雀
門
お
よ
び
築
地
の
周
辺
か
ら
は
多
量の
瓦
が
出
土
し
た
が、

その
軒
瓦の
卯
%
まで
は
藤
原
宮
出
土
品
と
お
な
じ
文
様の
もの
で
あ
る。
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東
脇
門の
北
約
Mm
の
と
こ
ろ
に
は 、
東
西
に
な
ら
ぶ
掘
立
柱
柵
ω〉
可品目
と

その
南
に
そ
う
構
が
あ
る 。
こ
れ
と
対
応
す
る
西
脇
門の
北
方
で
も 、
同
様
な
講

を
検
出
し
た
が 、
柵は
存
在
し
ない 。

朱
雀
門の
内
方
は
大
き
な
広
場
に
なっ
て
い
て 、
こ
れ
ま
で
応
天
門
を
想
定
し

て
い
た
位
置
に
も 、
建
物の
痕
跡
は
全
く
見
当
ら
な
か
っ
た 。
こ
の
広
場
を
南
北

に
つ
ら
ぬ
い
て 、
朱
雀
門
か
ら
宮
城の
奥
に
通
じ
る
道
路
が
あっ
た
ら
し
く 、
朱

雀
門の
内
側
か
ら 、
幅
約
幻m
のバ
ラ
ス
敷
き
が
北に
走っ
て
い
る
が 、
発
掘
区

域の
北
部
で
は
後
世
に
削
平
さ
れ
て
い
る 。

こ
のパ
ラ
ス
敷
きの
東
西
両
側
に
は 、
各一
条の
溝
が
南
北に
走っ
て
い
る 。

東の
溝
ωUH∞
g
は 、
朱
雀
門の
手
前認
m
の
と
こ
ろ
で一
た
ん
東に
折
れ
たの

ち
更に
南に
折
れ
て 、
最
終
的
に
は 、
大
垣
築
地
の
側
溝
ωロ
口
忠に
接
続
す
る 。

西の
溝
ωロ
ECC
は 、
二
つ
の
埠怖
が
上
下
に
重っ
て
お
り 、

上
層の
ωロ
500

切
は
門の
手
前
で
東の
溝
と
対
称
に
近い
形
で
折
れ
曲
り 、

築
地の
側
溝に
接
続

す
る 。
下
層の
ωロ
500〉
は
その
ま
ま
南に
直
進
し
て 、
朱
雀
門の
基
壇
に
よ

っ
て
断
ち
切
ら
れ
て
い
る 。
し
た
が
っ
て
こ
の
ωU
ECC〉
は 、
朱
雀
門
造
営
以

前の
溝
で
あ
る 。

こ
の
ωロHUOO〉
に
は 、
朱
雀
門
北
方おm
の
と
こ
ろ
に 、
杭
と
小
枝
を
用い

た
せ
き
が
設
け
ら
れ
て
お
り 、

せ
きの
上
流に
あっ
た
溝
底の
凹
み
か
ら
は 、
「

過
所」
を
含
む
9

点の
木
簡の
ほ
か 、
曲
物
容
器・
糸
巻
等の
木
製
品
や
土
器

を
発
見
し
た 。

第
刊
次
調
査

西
面
大
垣
内
側

宮
城
西
面の
中
門
と
南
門の
中聞に
お
い
て 、
西
面
大
垣
の
内
側に
そ
う
細
長

い
区
域
を
発
掘
し
た 。
西
面の
大
垣
築
地
ω〉
500
は
ほ
と
ん
ど
現
在の
県
道
と

昭
和
初
年
度
平
城
宮
発
掘
調
査
概
要

重
な
り

合っ
て
い
る
た
め 、
道
路
敷
か
ら
は
ず
れ
た
東
側
犬
走
り

基
礎
地
固
め
の

東
縁
を
検
出
す
る
だ
け
に
と
ど
め
た 。

大
垣
築
地の
内
側
に
は 、
秋
篠
川
水
系の
旧
河
道
が
北
か
ら
南に
の
び
て
お
り

宮
域
造
営の
際に
こ
れ
を
埋
立
て
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 。
し
か
し
そ
の
埋
立

て
は 、
は
な
は
だ
不
完
全
で
あっ
て 、
旧
河
道は
宮
城
造
営
後
も
幅
m
J

おm 、

深
さ
「]
m
前
後の
南北に
つ
ら
な
る
凹
み
と
し
て 、
宮
城
内に
その
名
残
り
を

と
ど
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る 。

こ
の
凹
み
を
横
切っ
て 、
東
西
掘
立
柱
柵
ω〉HU吋。
が
つ
く
ら
れ
て
い
る 。
凹

み
の
最
も
深い
個
所
に
は 、
柵
列の
柱
聞の一
つ
をつ
ら
ぬ
い
て 、
柵
と
直
交
す

る
2
条の
杭
列
ωMH
弔問
が
残っ
て
い
た 。
こ
の
杭
列
は
卯叩
をへ
だ
て
て
併
列

し 、
両
列
の
上
端 、が
八
字
形
に
交
叉
す
る
よ
う
斜に
打
ち
こ
ん
で
あ
る 。
お
そ
ら

く
こ
の
上
に
土
盛
り
を
お
こ
ない 、
暗
渠
と
し
て
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。
そ

の
北
方
ロm
の
と
こ
ろ
に
も 、
同
様
な
施
設
ω×
早
足
が
検出
さ
れ
た 。

右の
ω
MCU∞N
の
す
ぐ

東に
は 、
数
十
本
の
杭
を
方
形
に
め
ぐ
ら
し
た
意
味
不

明の
遺
構
が
あ
り 、
さ
ら
に
その
区
画
内
に
は
円
形の
土
墳
ω関
5
3
が
あっ

た 。
土
境
内の
堆
積
土
中
か
ら
は 、
金
属
利
器
の
た
め
の
木
柄 、
輸口 、
鉱
浮
と

と
も
に 、
「:・
口
打
合
釘
口」
と
記
し
た
木
簡
が
出
て
い
る
の
で 、
付
近
に
鍛
治

関
係の
工
房
が
あっ
た
ら
しい
こ
と
が
推
測
さ
れ
る 。

第
四
次
調
査

第
2
次
内
裏
北
外
郭

通
称一
条
通
り
の
北
側
で
は 、
昭
和
弘
年
以
来
継
続
的
に
調
査
をお
こ
なっ
て

き
た
が 、
今
回 、
西・
東の
二
個
所
に
わ
か
れ
て
発掘
し
た
第
初
次
調
査
を
もっ

て 、
第2
次
内
裏
内
郭
北
側で
の
調査
に
一
応
の
終
止
符
を
うっ
た 。

八
西
地
区
V
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第
日
次
調
査
区
域
と 、
第
日
次
調
査の
西
地
域の
聞
に
は
さ
ま
れ
た
狭い
地
区

で
あ
る 。
南
北
柵
列
ω〉
80
は 、
す
で
に
第
日
次
調
査の
際
北
端の
5
聞
を
検

出
し
て
い
た
が 、
今
回
の
調
査に
よ
り 、
計
お
間
以
上の
長い
柵
で
あっ
て 、
内

裏の
北
部
外
郭
を
東
西
に
わ
か
っ
機
能
を
持っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 。
こ
の

区
割
り
が 、
平
安
宮
内一一実の
北
方に
あ
る
蘭
林
坊・
桂
芳
坊の
区
割
り
に
似
て
い

る
こ
と
は 、
こ
の
区
域の
性
格
を
考
え
る
上
に一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る 。

こ
の
ほ
か
調
査
区
域
内で
は
掘
立
柱
建
物
3
棟 、
井
戸
ー
を
新
た
に
発
見
し 、

ま
た
以
前の
調
査
で
そ
の一
部
を
発
掘
し
てい
た
掘
立
柱
建
物
2

棟の
未
確
認
部

分
を
検
出
し
た 。
そ
れ
ら
は
第
2
表に
示
す
如
く 、
す
く
な
く
と
も
3
期に
わ
け

ら
れ
る 。

八
東
地
区
V

第
日
次
調
査の

東
西
両
地
区
に
は

さ
ま
れ
た
地
区で

あ
る 。発

掘
区
域の
南

縁に 、
内一泉
内
郭

築
地
回
廊
ωn
g

oの
北
側
柱
列
と 、

付
属の
凝
灰
岩
雨

落
溝
を
検
出
し 、

さ
ら
に
その
北
に

そっ
て
東
西
柱
列

ω〉
怠O
と 、
内
裏

第 2 表 第20次調査発見遺構

E | 話 | 遺 構 | 柱 引 柱内 |桁行 | 梁行

1 間3 x 2関 m π1 
西 A S B  5 8 5  2 . 95 3 . 00 

S A 6 3 0  23以上 2 . 90 
地 B S B 1 0 1 5  8 x 3  3 . 00 3 . 00 南廟

S B  2 1 2 1  5 x 3  2 . 25 2 . 10 
区 c 3 . 00 3 . 00 

つ S B  2 1 5 5 I 3 x 2  1 . 95 2 . 1 0 

A I  S K 2 1 0 2 紀年木簡出土
東 B S B  2 1 3 1  5 x 2  2 . 70 3 . 00 

S C  0 6 0  内 裏築地回廊
S A  4 8 6  l 日 以上

地 S A 4 8 8  
S K  2 1 0 1  紀西年

南
木
胤
簡出土

C I  S B 1 1 3 5  7 x 3  2 . 80 2 . 80 
S E  2 1 2 8 方1 . 2m 

区 D S B 2 1 7 0 3 x 2  2 . 25 2 . 10 
S B  2 1 4 0 3 X 2  2 . 40 2 . 1 0 

北
部
外
郭
を
と
り
ま
く
築
地
ωの品
認
を
検
出
し
た 。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
既
往

の
調
査
で
存
在
を
知
ら
れ
て
い
た
遺
構の
延
長
部
で
あ
る 。
ω(U()由。
の
雨
落
溝

か
ら
は 、
三
彩の
鬼
瓦
破
片
が
出
土
し
て
い
る 。

内
裏
北
部
外
郭に
あ
た
る
部
分に
は
建
物
が
少
な
く 、
し
か
も
北
に
か
た
よ
っ

て
い
る 。
今
回
新
た
に
検
出
し
た
建
物は
4
棟に
す
ぎ
な
か
っ
た 。

発
見
し
た
遺
構
は
第
2
表に
示
す
如
く 、
す
く
な
く
と
も
4
期
以
上
に
わ
か
れ

る 。
第
日
次
調
査の
結
果
を
参
照
す
る
と 、
今
次の
発
掘
区
域
を
含
め
て
ω〉
8

0
以
東の
区
画
内に
は 、
北
を
背に
し
て
建
物がコ
字
型に
配
置
さ
れ 、
内
部は

空
地に
な
っ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る 。

今
回
発
見
し
た
井
戸
ω何MHN∞
は
こ
の
空
地の
北
部
に
あ
る 。
下
部一
段
だ
け

が
残っ
て
い
た
枠
板は 、
長
さH-Nm
で 、
そ
れ
ぞ
れ
甲
乙
丙
丁
の
番
付
が
墨
書

さ
れ
て
い
る u
井
戸の
周
囲
に
は
方
形に
溝
が
め
ぐ
り 、
さ
ら
に
その
排
水
を
南

に
導
く
溝 、が
つ
く
ら
れ
て
い
る 。

空
地
の
南
部
に
は
数
個の
土
壊
が
重
複
し
て
お
り 、
内
部
か
ら
計
四
三
七
点
に

達
す
る
木
簡
と 、
各
種の
木
製
品
な
ど
を
発
見
し
た 。
そ
の
う
ち
ω穴NHOH
か
ら

は
「
天
平
勝
宝
二
年」 、
ω同内NHCM
か
ら
は
「
神
亀五
年」
「
天
平
元
年」
の
紀

年
を
持つ
木
簡
が
出
て
い
る 。
な
お
今
次
の
調
査の
東
西
両
地
区
と
も 、
大
部
分

が
市
庭
古
墳の
周
濠
を
埋
立
て
た
整
地
面
で
あ
る 。
整
地
層の
全
面
的
な
発
掘
は

行
わ
な
か
っ
た
が 、
東
地
区
で
は
古
墳の
規
模
を
確
か
め
る
た
め 、
前
方
部
東
南

隅
と 、
そ
れ
を
と
り
ま
く
濠の一
部
を
発
掘
し

た 。

第
叩
・

引
次
調
査

第
2
次
内
裏
東
外
郭
1

東
面
北
門

通
称一
条
通
りの

南
側で 、
第
2
次
内一裏
東
面
築
地
回
廊の
東
側
か
ら 、
宮
城

の
東
面
北
門(山
門)
に
い
た
る
聞
を
発
掘
し
た 。
調
査の
第一
の
成
果は 、
内
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裏
大
筋一の
検
出で
あ
る 。
築
地
ω〉
弓日
は
す
で
に
第
日
次
調
査の
際 、
一
条
通

り
の
北
側で
そ
の一
部
を
発
見
し 、
第
2
次
内
裏の
外
郭
を
め
ぐ
る
築
地
で
あ
ろ

う
と
推
定
し
て
い
た
が 、
今
回
そ
の
延
長
部
を
検
出
し
た
こ
と
に
よっ
て 、
こ
の

挽
定
に
誤
り
の
ない
こ
と
が
わ
か
っ
た 。
そ
の
中
軸
線が
ち
ょ
う
ど 、
第
2
次
内

裏
中
軸
線の
東
方町00
尺(基
準尺包・日間)
に
当
る
こ
と
は 、
内
裏
内
郭
と
同一
の

計
画に
よ
っ
て
造
営し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る 。

築
地
の
東
包m
に
は
南
北に
走
る
玉
石
積の
大
き
な
構
ω口
町00
が
あ
る 。
こ

れ
は
昭
和3・
7
年に
岸
熊
吉
氏
が 、
一
条
通
り

北
側
で
発
見
し
た
構に
つ
ら
な

る
も
の
で 、
水
田の
畔一
畔の
形
か
ら
推
測
す
る
と 、
さ
ら
に
南
方に
長
く
の
び
て

い
る
よ
う
で
あ
る 。
その
幅
はN・∞m 、
深
さ
はH・mm
で
あっ
て 、
宮
城
東
部
に

お
け
る
排
水
溝の
幹
線
と
見
な
すの
に
ふ
さ
わ
しい
規
模
を
持っ
て
い
る 。
溝
内

の
堆
積
は
上
下
二
つ
の
砂
層に
分
れ 、
下
層
か
ら
は
「
天
平
元
年」
「
天
平二
年」

の
紀
年の
あ
る
木
簡
が 、
上
層か
ら
は
「
天
平
勝
宝
二
年」
よ
り
「
天
平
宝
字五

年」
に
ま
た
が
る
紀
年の
あ
る
木
簡が
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た 。
さ
ら
に
こ
れ
等の

層の
上
に 、
構
全
体
を
お
お
う
黒
土
層
が
堆
積
し
て
い
て 、
そ
の
な
か
か
ら
「
延

暦
元
年」
の
紀
年
を
持つ
木
簡
と
隆
平
永
宝
が
出
土
し
た 。

こ
の
大
潟
に
は
東
西
両
側
か
ら
排
水
溝の
支
線
が
流
れ
こ
ん
で
い
る 。
そ
の
な

か
で
注
意
を
ひ
くの
は 、
内
裏
内
郭か
ら
築
地
ω〉叶O切
を
く
ぐっ
て
大
溝に
注

ぐ
暗
渠
ωON000
で
あ
る 。
その
横
断
面
は
逆
台
形
を
呈
し
て
い
て 、
側
は
下
部

を
凝
灰
岩の
切
石
積
と
し 、
そ
の
上
に
さ
ら
に
大
き
な
玉
石
を
積
み
足
し
て
い

る 。つ
ぎに
宮
城の
東
縁
付
近
に
つ
い
て
述べ
る
と 、
ま
ず
東
面の
大
垣
は 、
当
初

の
築
地が
ほ
と
ん
ど
削
除
さ
れ 、
その
痕
跡
ら
し
い
もの
が
か
す
か
に
残っ
て
い

昭
和
mm
年
度
平
城
宮
発
撫
調
査
概
要

第 4 図 SD2700 玉石積大潟

た
だ
けで
あ
る 。
の
ち
に
同
じ
位
置に
築
地
ω〉
自00
が
再
建
さ
れ
る
が 、
こ
れ

も
南
脇
門
ω切M寸印印
の
唐
居
敷
と 、
瓦
を
用い
た
築
地
下の
暗
渠の
残
骸
に
よ
っ

て 、
よ
う
や
く
そ
の
存
在
を
知
り
得
た
に
す
ぎ
ない 。

調
査の
主
な
目
標の一
つ
で
あっ
た
東
面
北
門に
い
たっ
て
は 、
推
定
位
置
に

何
等の
痕
跡
を
も
と
ど
め
て
い
な
か
っ
た 。
こ
の
あ
た
り
は
地
盤
が
堅
固
で
あっ

て 、
南
面・
西
面の
諸
門の
よ
う
な
深い
掘
込み
地
固
め
を
必
要
と
し
な
い
か
ら

遺
構
が
簡
単に
削
り

去
ら
れ
て
し
まっ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る 。

北
門
推
定
位
置の
内
方
は 、
遺
構の
ない
幅
ロ
m
の
空
地
が
東
西
に
長
く
続
き

そ
の
両
側に
そっ
て
柵
ま
た
は
築
地
が
走っ
て
お
り 、
こ
の
空
地
は
道
路
で
あっ

た
と
考
え
ら
れ
る 。
こ
の
道
路
と
玉
石
積
大
溝
との
交
叉
点
に
橋
ω×
見
出
が
あ

る
か
ら 、
道
路
は
内
裏
外
郭
築
地
ω〉
弓切
に
ま
で
達
し
てい
た
は
ずで
あ
る
け

れ
ど
も 、
突
当
り
の
築
地
に
明
確
な
門の
痕
跡
は
見
当
ら
な
か
っ
た 。
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こ
の
道
路
の
南
側 、
宮
城
大
垣
と
玉
石
積
大
溝の
聞
は 、
時
期に
よ
っ
て
柵
か

築
地
の
い
ず
れ
か
で
外
周
を
画
し
た一
区
画
を
か
た
ち
づ
くっ
て
い
る 。

掘
立
柱
建
物
は
上
記の
道
路の
部
分
をの
ぞ
い
て
ほ
と
ん
ど
全
域か
ら
検
出
さ

れ
た 。
別
表に
示
す
よ
う
に
そ
れ
ら
は
少
な
く
と
も
5
期に
分
れ
る
が 、
全
体に

わ
た
っ
て
最
も
建
物の
整
備
し
た
時
期
は
C
期で
あ
る 。

井
戸
は
内
裏
外
郭
内か
ら
1

基 、
玉
石
積
大
溝
と
東
面
大
垣
との
聞の
区
画
内

か
ら
1

基
を
発
見
し
た 。
前
者
∞肘
包00
が
方
形
で
あ
る
の
に
対
し 、
後
者
ω何

回∞
お
は
円
形で 、
縦
板
を
組ん
で
側
と
し
て
い
る 。
前
者か
ら
は
木
の
股
を
利
用

し
た
丸
彫の
人
形
を
発
見
し
た 。

(4) 

� l 詰 | 遺 構 | 柱 間 | 柱間寸法 | 備 考 度 | 詰 | 遺 構 | 柱 間 | 柱間寸法 | 備 考桁行 i 梁行 桁行 | 梁行

1
間

O x 2関 m m 間
2 x 2関

ロ1 m 
c I 5 B  2 9 0 0  2 . 70 2 . 10 5 B  2 7 9 4  2 . 90 2 . 50 

5 B  2 9 2 9  3以上 x 2 2 . 50 2 . 10 5 B  2 8 0 7  6 x 2  2 . 10 2 . 10 

5 A  2 7 4 5  1 1 以上 2 . 50 5 B  2 8 6 4  5 x 4 1 . 90 2 . 40 南北腐

東 D 5 B  2 7 8 6  3 x 2  2 . 80 1 . 80 5 A  2 7 4 7  1 1以上 2 . 50 

5 B  2 8 6 0  7 x 2  2 . 50 2 . 60 

面 5 B  2 9 3 2  5以上 x 4 3 . 00 3 . 00 東西廟 A I 5 B  2 9 7 6  5 x 1 以上 2 . 60 2 . 60 

E I 5 B  2 7 5 5  3 . 0  脇門 5 B  2 9 9 7  6 x 2  3 . 00 3 . 00 

5 B  2 7 6  2A 5 x 2  2 . 50 2 . 50 改築→B 東
5 B  3 0 0 4  3以上 x 2 3 . 00 3 . 00 

北 5 B  2 7 7 5  6 x 2  2 . 15 2 . 10 南北廟 5 B  3 0 4 5  3 x 2  2 . 55 2 . 60 泉屋上屋

5 B  2 8 4 1  2 x 2  2 . 10 1 . 90 井戸上屋 面 5 B  3 0 4 8 3 x 2  2 . 10 2 . 10 井戸上屋

5 B  2 8 9 6  1 0 x  2 2 . 60 4 . 20 間仕切 5 E  3 0 4 6  5.4X3.0m 
門 5 B 2 9 1 0  1以上 x 1 4 . 50 4 . 50 �t 

5 E  3 0 4 9  方2 . 8 m

5 B  2 9 3 1  1以上 x 3 2 . 40 2 . 40 5 D  3 0 4 7  

5 E  2 8 4 2  直径1.lm 5 D  3 0 5 0  

内 5 A  2 7 4 6  築地痕跡 門 5 D  3 0 2 9  木簡出土
5A 2 8 0 0  1/ 5 D  3 0 3 5  1/ 
5 A  2 8 3 1  1/ 外 5 A  3 0 2 4  8以上 3 . 00 

世リ 5 A  2 9 4 0  1/ B I 5 B  2 9 8 0  5 x 2  2 . 15 1 .  75 

ワ 5 B 2 6 9 4  3 x 2  2 . 10 2 . 30 側 C 5 B  3 0 1 1  4以上 x 2 3 . 00 2 . 40 

5 B 2 7 4 9  3 x 2  1 .  70 2 . 10 5 A  2 9 7 2  5以上 1 . 9  

5 B  2 7 5 4  4 x 2  2 . 70 2 . 60 D I 5 A  3 0 2 3  10  勺
5 B  2 7 7 7  2 x 2  2 . 80 2 . 70 5 D  3 0 3 0  
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9 5 。
第 5 図 第1 9 . 21 ・ 22次(南)調査実iWJ図

第 3 表 第19 ・ 21 ・ 22(北〕 次調 査発見遺構 (1) (2) 

E 1 2 | 遺 構 | 柱 問 | 柱日 | 備 考 産 | 引 退 構 | 柱 間 明議デ| 備 考 |
桁行 | 梁行

7問x 2問 問4 x 2問 m m 
A S B  2 4 4  3A 3 . 00 I 3 . 00 内 ? I S B 2 4 2 0  2 . 50 1 . 90 

S B  2 4 4 0  6 x 2  3 . 00 I 3 . 00 間仕切 ワ 哀 S B 2 4 8 3  5 x 2  3 . 00 2 . 25 
S B  2 0 0 9  l 以上 x 4 ? i 3 . 00 東 S B 2 5 7 8  5 x 3  3 . 00 2 . 70 北廟
内 S A 7 0 5  外郭築地

タト S B  2 6 1 8  3 x 1 2 . 1 5 3 . 30 

S D  2 0 0 0  凝灰岩構
事ß I I S A  2 5 7 3  9 2 . 1 0 

B I S D  2 3 5 0  暗渠 ?
表 S B 2 4 4  3B 7 x 3  3 . 00 3 . 00 西 廟 A I S B  2 8 0 2  1 1  x 1 2 . 20 4 . 00 改築

S B  2 4 8 6  5 x 3  2 . 40 3 . 00 西胸 S D  2 7 0 0  玉石積'{，Yj
S B  2 6 2 9  5 x 2  2 . 40 3 . 00 東 B S B  2 6 9 3  5 x 3  2 . 10 2 . 30 東廟
S B  2 0 2 0  5 x 2  2 . 10 3 . 00 S B  2 8 0 1  7 x 2  3 . 00 3 . 00 南廟

東 S A  2 3 8 8  1 0  3 . 00 面 S B  2 8 4 0  4以上 x 2 3 . 00 3 . 00 
C I S B 2 0 1 7  ワ S B  2 9 3 0  4以上 × 主 3 . 00 2 . 70 

S B  2 0 6 5  ワ :lt S A 2 6 7 5  5以上 2 . 70 

外
S B 2 5 1 7  5 x 2  2 . 40 2 . 40 S A 2 7 1 0  5 3 . 00 
S B  2 6 0 1  3 x 2  1 .  70 2 . 20 門 S A  2 7 4 8  1 7以上 2 . 70 
S B 2 6 3 0  5 x 4  2 . 80 2 . 80 南北賄 S A  2 8 3 0  24 2 . 60 

D I S B 2 0 1 9  5 x 3  1 . 90 1 . 40 西 廟 S A  2 8 3 2  21以上 2 . 60 
事B S B  2 4 7 2  5 x 3  2 . 70 2 . 55 東廟 内 S A  2 8 0 8  5 3 . 00 

S A  2 0 7 3  4以上 1 . 50 S X  2 7 3 3  橋
S E  2 6 0 0  方 1 . 2m 仮IJ I C S B  2 8 5 5  ワ x 3 2 . 50 ? 

ワ S B 2 3 6 8  3 x 1 2 . 40 2 . 70 S B 2 8 6 2  ワ x 4 2 . 90 2 . 70 南北繭
S B  2 4 0 1  3 x 2  2 . 40 2 . 05 S B  2 8 6 5  7 x 2  2 . 40 2 . 50 
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第
担
次
調
査

東
面
北・
中
門
外
側

宮
城の
東
側
で 、
北
門
外
側
と
中
門
外
側の
南
北2
個
所
に
わ
か
れ
て
発
掘
を

お
こ
なっ
た 。
発
掘
個
所
は 、
主
と
し
て
旧
東一
坊
大
路の
道
路
敷に
当
る
が 、

国
道
剖
号
線バ
イパ
ス
の
建
設
候
補
地
と
なっ
て
い
る
た
め 、
宮
城
外
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず 、
緊
急に
発
掘
を
実
施
し
た 。

八
北
地
区
V

東
商
北
門の
外
側に
当
り 、

第
幻
次
調
査
区
域の
東に
接
す
る 。
発
掘
区
域の

西
縁
で
は 、
第
幻
次
調
査
に
よ
っ
て
検
出
し
た
東
面
大
垣
築
地
ω〉
包00
の
東
ぞ

い
に 、
幅
約品
目m
の
橋
地
と 、
側
溝
ω0
8
8
が
付
属
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 。

その
東
に
は
時
期の
さ
か
の
ぼ
る
務
ω0
8
臼
が
併行
し
て
走
り 、
さ
ら
に
その

東
に
は
南
方
に
の
び
る
構の一
端
と
み
ら
れ
る
ωU
SNU
が
あ
る 。
こ
れ
らの
溝

の
う
ちい
ず
れ
か
が 、
南
地
区
で
発
見
し
た
外
堀
に
つ
ら
な
る
の
で
あ
ろ
う 。

東一
坊
大
路
の
路
面
は 、
総
ω0
8
8
か
ら
柵
列
ω〉ω0
2の
あ
た
り
ま
で 、

幅
約
m
m
の
範
囲
に
ひ
ろ
が
るパ
ラ
ス
敷の
平
坦
面
が
そ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え

ら
れ
る 。
ま
た
こ
れ
と
直
交
し
て 、
北
門
推
定
位
置か
ら
東
方に 、
幅
約日m
の

パ
ラ
ス
敷
が
の
び
て
い
る
の
で 、
こ
こ
に
坊
聞の
路の
存
在
を
推
定
し
た 。

北
門
推
定
位
置の
正
面
か
ら
す
こ
し
南
に
は
ず
れて 、
東一
坊
大
路の
中
央
に

一一
つ
の
井
戸
が
あ
る 。
西
の
ω開ω。
色
は
覆
屋
を
持つ
方形の
井
戸
で 、
周
囲に

方
形のハ
ラ
ス
敷
と
構
を
め
ぐ
ら
し 、
東
非情
が
南に
延
び
て
排
水
溝
ωロ
8
8
に

なっ
て
い
る 。
東の
ω開ω。
怠
は
長
方
形
で
や
は
り

覆
屋
が
あ
る 。
その
湧
水
は

南
西
隅に
と
りつ

け
た
暗
渠の
木
樋
に
あ
ふ
れ
出
る
よ
う
に
なっ
て
い
る
か
ら 、

泉
屋
と
称
すべ
き
もの
で
あ
る 。
その
排
水
溝
ωu
g
当
は
南
西
に
導
か
れ
て 、

西の
井
戸
か
ら
く
る
搾
ωσ
8
8
に
合
流
す
る 。

こ
の
二つ
の
井
戸
は 、

奈
良
時
代の
前
半
期
に
つ

く
ら
れ 、
い
く
度か
の
改

修
を
経
な
が
ら
長
期
に
わ

たっ
て
存
続
し
て
い
る 。

溝
ωu
g
g
の
上
層
か
ら

発
見
し
た
「
宝
亀
元
年」

の
木
簡
は 、
こ
れ
ら
の
井

戸の
下
限
を
推
定
す
る
有

力
な
手
が
か
り
と
な
る 。

発
見
し
た
掘
立
柱
建
物

は 、
第
4
表
に
か
か
げ
た

よ
う
に
6
棟で
あ
る 。
そ

の
な
か
の
古い
もの
は
東
部
に
偏
在し
て
い
る
か
ら 、
大
路
の
通
行
に
支
障
を
与

え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が 、
の
ち
に
は
ω∞
包
口
と
そ
れ
に
付
属
す
る
柵
列
ω〉

ωCNω
が 、
大
路
を
横
断
し
て
設
け
ら
れ
る
か
ら 、
東一
坊
大
路
は
完
全
に
道
路
と

し
て
の
機
能
を
失っ
て
し
まっ
た
に
ち
が
い
な
い 。

な
お 、
さ
き
に
述 、ベ
た
ωロωONU
か
ら
は 、
霊
亀二
年
よ
り

天
平
勝
宝
八
歳に

い
た
る
紀
年の
あ
る
木
簡
と
と
も
に
造
酒
司
関
係の
木
簡
や
墨
書
土
器
が
で
て

お
り 、
付
近の
遺
跡の
性
格
を
暗
示
し
て
い
る 。

八
南
地
区
V

東
面
中
門の
外
側
に
当
り 、

東一
坊
大
路
と一
条
南
大
路
が
交
わ
る
地
点
と
推

定
さ
れて
い
た
区
域で
あ
る 。
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ω
ロω品目。
を
発
見し
た 。
当
初の
再開
は
素
掘
り
で
あ
る
が 、
の
ち
に
地
盤の一
段

高い
西
側
だ
け
に
玉
石
積の
護
岸
を
設
け
て
い
る 。
た
だ
し 、
南
部
で
は
玉
石
積

を
杭
列
に
か
え
て
い
る 。
構
内か
ら
は
「
子
島
作
仏
所
・」

の
墨
書
が
あ
る
須
恵

器
片
を
は
じ
め 、
八
世
紀
末の
土
器
が
多
量
に
出
土
し
た 。

東
面
中
門の
遺
構
も
従
来の
推
定
位
置に
は
発
見で
き
な
か
っ
た 。
お
そ
ら
く

右の
大
き
な
溝の
西
側
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が 、
今
後の
調
査
に
ま
ち
た

、.w
次に
道
路
に
つ
い
て
述べ
る 、
東一
坊
大
路の
路
面
は
明
瞭
な
痕
跡
を
欠
く
が

一
応
外
堀
と 、
その
東
方に
併
行
す
る
溝
ωり
お
可
に
は
さ
ま
れ
た
幅
約幻m
の

範
囲
と
推
定
し
た 。一
条
大
路
は
従
来の
推
定
位
置
に 、
道
路の
方
向
と
直
交
し

て
い
くつ
もの
柵
や
溝
が
走っ
て
い
る
の
で 、
果
し
て
道
路
が
存
在し
た
の
か
ど

う
か
は
な
は
だ
疑
わ
しい 。

東一
坊
大
路の
中
央
で
中
門
推
定
位
置の
正
面
か
ら
や

や
南に
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
に 、
井
戸
ω肘ωN
S
が
あ
り 、

周
囲に
玉
石
敷
が
方
形
に
め
ぐっ
て
い
る 。
ま
た
井
戸の

付
近
を
中
心
と
し
て 、
大
路の
上
に
は
玉
石
を
使っ
た
小

溝
が
縦
横
に
通っ
て
お
り 、
そ
れ
ら
は
す
く
な
く
と
も
3

期
に
わ
か
れ
る 。

北
地
区
と
同
様
こ
の
地
区
に
おい
て
も 、
大
路
は
やL

時
期の
降
る
2
棟の
掘
立
柱
建
物
ω∞
3NN・
巴∞∞
と
付

属の
柵
に
よっ
て
完
全に
閉
塞
さ
れて
い
る 。
二
つ
の
建

物
は
両
側の
溝
ωロ
芯
包
とωロωNU吋
の
中
聞
に
正
し
く

位
置
し
て
い
る
か
ら 、
両
側の
溝
が
存
続
し
て
い
た
期
間

第 4 表 第22次調査南地区発見建物

建 物 | 柱 間 | 柱内 | 備 考桁行 | 梁行

間5 x l関 m 口、
5 B  3 0 7 9  3 . 00 4 . 20 南への び る ワ
5 B  3 1 1 6  3 3 . 00 門 ワ
5 B 3 1 6 1  3 x 2  1 . 90 2 . 40 礎石建物
5 B  3 2 5 2  3 x l 1 . 90 2 . 30 
5 B  3 2 8 8  5 x 3 2 . 90 3 . 00 南北煽
5 B  3 3 2 2  7 x  5 2 . 70 2 . 70 四面腐 北孫府
5 B  3 3 2 3  4 x 2  2 . 10 2 . 10 
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に
造
営
さ
れ
た
こ
と
は
疑
ない 。

東一
坊
大
路の
推
定
範
囲
よ
り

東の
区
域
は 。
務・
柵・
建
物
等の
遺
構
が
錯

雑
し
て
お
り 、

現
在
発
掘
結
果
を
整
理
中
で 、
結
論
は
そ
れ
を
ま
ち
た
い 。
た
だ

そ
の
北
半
部
か
ら 、
懸
樋に
類
し
た
木
製の
導
水
施
設
を
発
見
し
た
こ
と 、
南
半

部
で
基
壇
の
上
に
立つ
礎
石
建
物
ω切
出
冨
を
発
見
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お

ノ\ 。遺
物の
う
ち
顕
著
な
もの
と
し
て
は 、
溝
ω0
2
3
内
発
見の
二
彩
査
破
片
と

ω回
出
忌
付
近
か
ら
相
当
数
発
見
さ
れ
た
緑
軸
博
破
片
が
あ
る 。
木
簡は
発
掘
区

域の
各
所 、
特に
構
内か
ら
散
発
的
に
発
見
し
た 。
全
体
と
し
て 、
遺
物の
品
目

や
形
状は
宮城
内
と
全
く
変
ら
な
い
か
ら 、
上
記
した
宮
域
外の
遺
構
も 、
平
城

宮に
付
属し
た
施
設で
あ
る
と
見て
誤
り
ない
で
あろ
う 。

第
mω
次
調
査

北
面
大
垣
築
地

宮
城の
北
面
中
門
推
定
位
置
か
ら
東
に
約
50m
へ
だ
たっ
た
と
こ
ろ
で 、
北

面
大
垣
築
地の
内
外
両
側
を
発
掘
し
た 。

こ
の
区
域に
は
も
と 、
北
面
大
垣
築
地
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
土
塁
状の
高ま

り
が
残っ
て
い
た
の
で
あ
る
が 、
昭
和泊
年
春
頃 、
土
地
所
有
者
が
こ
れ
を
全
面

的
に
削
平
し
付
近
を
整
地
し
て
し
まっ
た 。
今
回の
調
査
は 、
右の
現
状
変
更
が

遺
跡に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
を
調べ 、
あ
わ
せ
て 、
第
H
次
調
査の
際
宮
城の
南
縁

で
確
認
さ
れ
た
と
同
様
な
外
堀
が 、
こ
の
部
分
に
も
存
在
し
た
か
ど
う
か
を
確
め

る
た
め
に
お
こ
な
っ
たの
で
あ
る 。

発
掘の
結
果 、
も
と
土
塁
状の
高
ま
り
が
あっ
た
個
所
の
下
層か
ら 、
北
面
大

垣
築
地
ω〉Nω。。
の
基
礎
地
固
め
を
発
見
し
た 。
こ
の
地
固
めは
地
山
を
掘
り
こ

ま
ずにつ
く
ら
れ
て
お
り 、

現
存の
幅∞-Nm 、
南
部
が
大
き
く
破
壊
さ
れ
て
い

る
た
め 、
も
との
幅
を
知
る
こ
と
は
で
き
ない 。
築
地
本
体の
基
部
が
全
く
失
わ

れ
て
い
る
の
で 、
その
位
置
を
的
確
に
つ
か
め
な
か
っ
た
が 、
地
固
め
の
北
縁
か

ら品・日m
お
い
た
内
方の 、
幅戸
出m
ほ
どの
部
分
が
特
に
入念
に
つ
き
固
め
ら
れ

て
い
る
の
で 、
その
部
分に
築
地の
本
体
が
あっ
た
もの
と
推
定
し
た 。

築
地
本
体
を
推
定
し
た
位
置の
下
層か
ら
は 、
築
地
築
成
以
前の
時
期
に
宮
城

の
北
辺
を
画
し
た
と
考
え
ら
れ
る
掘
立
柱
柵
ω〉
お
包
を
発
見
し
た 。

築
地の
外
方に
は 、
調
査
前に
予
想
し
て
い
た
よ
う
な
外
堀
が
な
く 、
か
わ
り

に
築
地
基
礎
地
固
め
の
外
側
に
そっ
て 、
幅
約
ロ・Mm
に
わ
た
る
粘
土
質の
整
地

層
が
あ
り 、
その
北
縁
に
瓦の
堆
積
が
認
め
ら
れ
た 。

築
地
内
方の
宮
城
内に
当
る
区
域は 、
後
世
に
い
ち
じ
る
し
く
削
平
さ
れ
て
い

て 、
奈
良
時
代の
遺
構
は
全
く
残っ
て
い
な
か
っ
た 。

40 

冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に 、
本
年
度の
調
査
は
宮
域の
四至の
確
認に
重
点
を

置い
た 。

そ
の
結
果
と
し
て 、
宮
域の
南
側
と
西
側で
は
境
界
線
が
比
較
的
安
定
し
て
い

る
の
に
対
し 、
東
側では
境
界
線
が
し
ば
し
ば
移
動
を
重
ね 、
し
か
も
宮に
関
係

し
た
建
物
が
境
界
線
を
こ
え
て
宮
城
外の
大
路
に
進
出
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た 。
こ
の
予
想
外の
事
実
を
ど
う
意
味づ
け
る
か
は
今
後の
課
題
で
あ
る
が 、
同

時
に
こ
れ
らの
宮
域
外
に
は
み
出
し
た
遺
構の
保
存
につ
い
て
も
十
分
な
考慮
が

は
ら
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。

表
中
の
時
期
区
分
A・
B-
C
は 、
同一
地
区
で
の
相
対
的
な
序
列
で
あっ
て 、
各
地
区

に
共
通
し
た
もの
で
は
な
い 。
ま
た
柱
間
寸
法
は
概
数
値
を
示
す 。

(
横
山
浩一

工
楽
善
通)


